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　 鉄や鋼 などは橋や ビ ル デ ン グを作る構造材料とし

て我々 にたい へ ん役立 っ て い る．こ の ような 「金属」

に は 「硬い
， 冷た い ，一一」 とい うイメージがある．

しかし， 「金属」の 中にも， 少 しの力で も曲が り，
こ れ

をお湯に入れると瞬時に元の形に戻るとい う，外界の

変化に対応 して まるで生 きて い るように動 く 「金属」

もある．い わゆ る形状記憶合金であり機能性材料 と呼

ばれて い る もの の
一

つ である．こ の形状記憶効果を起

こすもの は金属だけで なくセ ラ ミ ッ クやポ リマ
ー

にも

ある．世 の 中で形状記憶合金とい えばチ タン ・ニ ッ ケ

ル （TiNi）合金で あるが ，
こ の他に どの よ うな種類の

形状記憶合金があるの だ ろ うか ？い っ たい こ の形状記

憶効果 とは何が原因で起きるの か ？ミクロ な原子集団

の状態は どうな っ て い るの だ ろ うか ？実際形状記憶合

金は どの ようにして作 り，設計すればよい の か ？どの

ような分野で具体的に応用されて い るのか ？こ の よう

な疑問を解決して くれるの が本書で ある．本書は 日本

機械学会材料力学部門の 「形状記憶合金の 強度と破壊

に関する調査研究分科会」 （主査 渋谷壽
一
）の学界お

よび産業界の委員が主 な執筆者とな り纏め られた専門

書で
，
こ の 分野 の 研究者，技術者をは じめ大学の 材料

系，機械系， 電気系の学生 ， 教官向けの本である．第

1章の基本特性か ら始まり疲労特性，耐環境特1生，力

学解析，製造 ・加工法，機器の 設計 ・開発，応用展開

と 7章か ら構成 され具体的な例をあげて述べ られ て い

る．各章は多 くの節に分かれて詳細になっ てお り， 当

面の問題につ い て必要な部分だけを読むの も
一
方法で

あろ う．さらに探求したい 点はそれぞれ の参考論文を

参照する こ とをお薦め する．

　 本書の形状記憶合金に関して は，1998年に Shape
Memory 　Materials（edited 　by　K ．　Otsuka　and 　C ．M ．

Wayman
，
　Cambridge　Universit，y　 Press），

が発行さ

れてい る．この本は舟久｛ge，esc編 形状記億合金 （1984

年　産業図書 （株）発行）に続 く専門書で形状記憶合金，

セ ラ ミ ッ クおよびポリマ ーの形状記憶効果等さらに知

識を深めるの に最適な本で ある．

　 形状記憶合金は約 40 年前にア メ リカで発見され 世

界各地で基礎 ・応用研究が行われて きてい る．現在では

ス マ
ー

トまたはイ ン テ リジ ェ ン トマ テ リ ア ル として形

状記憶合金は知られて い る，日本で は
， 東北大学金属材

料研究所の本多光太郎先生 を初め とするマ ルテ ン サ イ

ト変態研究の 伝統を基盤とし，素材産業の 高い 技術力

と結びつ い て形状記憶合金の基礎と応用 の研究で は世

界の トッ プ レベ ル にある．この こ とは 1976 年以来ほ

ぼ 3年に
・
度開催される International　Conference

on 　Martensitic概 ansformations （ICOMAT ）で の

日本からの参加者と発表件数の 多さからも明らかで あ

る．形状記憶効果は非常に単純で奇妙な現象で あり，

専門家でな くとも扱い 易い とい う点で，日本ではある

年に 3
，
000 件ほ どの 特許 ・実用新案が出されたとい わ

れてい る．

　 この ように見て くると形状記憶合金の分野はすで に

成熟した もの で あるかの ように思われるが
， 疲労 ・寿

命の 問題，加熱 ・冷却速度制御の 問題など多くの 解決

すべ き問題がある．現在，強磁性形状記憶合金の研究

な ど新しい 形状記憶合金材料 ・機能の研究や開発が行

われて お り（日本 AEM 学会誌， 8 （2000 ），445 ），
こ

の分野で の今後の発展が期待 され る．

　 本書が この分野の初学者や専門家に役立つ とともに

今後の発展に寄与する こ とを願 っ て い る．
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